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緒 口

　本書は、昭和45年9月建設省関東地方建設局国営公園工事事務所より本協会に委託された

「武蔵丘陵森林公園植生詳細調査」の報告書である。

　調査に当っては、前年度武蔵丘陵森林公園の一部に行なわれた植生調査を担当された、横

浜国立大学植物学研究室の宮脇昭段を煩らわした。

　本調査の成果が、この森林公園の整備・管理に役立てぽ幸である。

　なお、現地調査に当って、種々御配慮をいただいた国営公園工事事務所の各位、又調査、

研究、報告書作製等に尽粋された宮脇昭氏をはじめ研究室の方々、その他関係の方々に心か

ら感謝の意を表する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社団法人　日本公園緑：地協会



は　じ　め　に

　最近の急速な産業開発や大都市への人口の過集中化は、一方では人聞の生存環境を急速に

汚染・荒廃させている。人間も含めた多様な生命集団の生活環境の破壊は局地的にはすでに

直接人問の生命に影響を与えるほど進み、いわゆる“公害”という日本特有の言葉で表現さ

れているような深刻な問題を起こしつつある。

　しかも、金や技術を集中投資してつくられた本来人間の生活にもっとも便利で好都合なは

ずの大都市や新産業用地の中で、かえって、生きている自然の緑が急速に減少し、鳥も虫も

いなくなりつつある。

　このような我々人問も含めた多様な生物共同体（BiOz6nose）の共存者の消滅こそ、じつは

おなじ生物の一員である人間の精神的、肉体酌な生存環境の荒廃を生命の側から示している

事実にほかならない。

　我々がより文明的な、しかも健全な生活を営みさらに持続的に発展してゆこうとすれば、

まず健全：な生活がつづけてゆけるだけの生活環境を先取りしておかなけれぽならない。人間

固有のすぐれた能力も、それを発揮するための前提条件が保証されていなけれぽならない。

すなわち、多様な生物社会のバランス、機能的には生態系（ecosystem）の枠内で最低限の

郷土の緑や小動物、微生物集団との共存関係が保たれていなけれぽならない。さらにその共

存関係を持続させうるだけの多様な、しかも均衡のとれた生活環境が市民の生活域の中やま

おりに準備されていなけれぽならない。

　我が国でもっとも自然開発が広域的に進み、全人口の10％以上が過集中している首都圏の

中に市民の最低限の生活環境を保証するだけの緑の自然を確保し、作りだすことは現在もっ

とも重要にして、緊急な課題である。

　このような時代につくられる武蔵丘陵森林公園の計画はもっとも機を得た施策と考えられ

る。しかし、人間の生存環境が急速に破綻している現在作られる森林公園は、今までの都市

公園のような単なる市民の遊び場以上の重要な機能を果たせなけれぽならない。すなわち新

しい森林公園は都市や産業用地の生活に疲れた帯民の緑のいこいの場である。同時に病んだ

市民の心と体の生きた緑の保養所の役割をも果させなければならない。

　新しい目的に応じて作られる武蔵丘陵上の森林公園の形成にあたっては、したがってでき

るだけ現存している景観を中心に、郷土の自然を保全することが第一の前提条件となる。ま

た利用域と郷土の森を復元する地域とに分け、市民のリフレーン。ンに利用しながら、すで

に関東地方の丘陵地に今日ほとんど見られなくなっている常緑広葉樹林（照葉樹林）のシラ

カシ林なども、生きた教材として復元させることが望ましい。



w

　公園に目新しい外来の樹木や草花見本園のように植えるだけの時代は終った。飽かない公

園景観を形成し、管理費が少なくて長もちのする緑の森林公園を作るには、まずそれぞれの

立地の現存および潜在自然植生を植物社会学的・生態学的に十分把握する。

　すなわち、精密な現地における植生調査資料を基礎に群落単位を決定する。さらに植物社

会学的な“緑の診断図”としての現存および潜在自然植生図を作製する。植生図を基礎に植

生復元、植生管理のための生態学的処方箋（Gutachten）を作製する。

　以上のような基礎調査結果を土台にして、はじめて、時代の要請、市民の新しい欲求に応

じた我が国で代表的な森林公園が建設されるはずである。

　我々は建設省国営公園事務所の依託を受けてユ969年秋から埼玉県東松山の武蔵丘陵森林公

園予定域の植生調査および緑化・自然復元計画について研究・調査を行なっている。

　以下に今までの調査結果を基礎に報告書がまとめられた。武蔵丘陵森林公園建設・管理・

利用計画の本質的な基礎資料として十分に利用されるよう期待したい。同時にこれから各地

で作られるはずの森林公園、自然公園の建設の基礎としても参考になれぽと考えている。

　本調査を遂行するにあたり、調査を依頼され、現地調査にあたって種々御高配いただいた

前国営公園建設事務所長渡辺栄氏、現所長八田政嗣氏および工務課長岩河信文氏、庶務課長

川本昇二氏および椎谷尤一氏には、この研究遂行にあたって特別の御援助をいただいた。こ

こに厚く御礼申しあげたい。

　一部植物の同定や学名の考証には横浜国立大学北川政夫教授の御教示をいただいた。現地

調査や資料の整理にあたっては、原田洋、古谷マサ子、鈴木邦雄、井上香世子、楠直の諸氏

の協力を受けた。また国立科学博物館付属自然教育園の奥田重俊氏にも援助をいただいた。

御指導、御援助いただいた方々に謝意を表したい。
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